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大
陸
か
ら
日
本
列
島
へ
の
イ
ネ
の
導
入
は
、
土
器
圧
痕
研
究
の
進
展
に
伴
い
、
縄

文
時
代
晩
期
末
ま
で
遡
る
。
日
本
列
島
で
は
そ
の
後
、
弥
生
時
代
前
期
に
は
北
東
北

ま
で
水
稲
が
拡
散
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
北
東
北
で
は
弥
生
時
代
後
期
に
は
稲
作

が
行
わ
れ
な
く
な
り
、
古
代
に
再
び
水
稲
が
普
及
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
一
進
一
退

の
稲
作
の
展
開
は
、
イ
ネ
生
育
の
必
要
最
小
温
度
要
求
量
を
超
え
た
北
東
北
の
特
徴

で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
、
品
種
な
ど
の
遺
伝
的
適
応
の
み
な
ら
ず
、
権
力
者
に
よ

る
品
種
・
技
術
と
い
っ
た
社
会
的
介
入
が
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表

で
は
出
土
イ
ネ
種
子
の
形
態
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
を
通
じ
て
、
東
北
地
域
の
イ
ネ
の
歴
史

的
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

弥
生
時
代
の
粒
型
（
長
幅
比
）
を
み
る
と
、
短
粒
の
中
型
に
属
す
。
さ
ら
に
中
期

以
降
、
粒
型
・
大
き
さ
（
長
幅
積
）
に
よ
っ
て
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
他
地
域
と
比
較
す
る
と
、
北
陸
を
含
む
東
日
本
全
体
で
定
着
し
た
イ
ネ

と
、
中
部
以
南
の
西
日
本
で
展
開
し
て
い
た
イ
ネ
の
二
つ
に
対
応
す
る
。
古
代
〜
中

世
で
は
、
イ
ネ
形
態
の
違
い
は
、
各
遺
跡
の
立
地
差
が
反
映
し
、
畝
状
遺
構
の
存
在

を
ふ
ま
え
る
と
、
立
地
ご
と
に
生
産
さ
れ
る
イ
ネ
が
異
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
の
結
果
、
弥
生
時
代
に
は
温
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
の
ほ
か
、
熱
帯
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
古
代
以
降
の
イ
ネ
に
も
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
が
含
ま
れ
、

中
世
に
は
そ
の
割
合
が
増
加
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
の
イ
ネ
は
、
一
部

で
は
同
じ
系
統
が
古
代
に
栽
培
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
垂
柳
遺
跡
な
ど
の
弥
生
時

代
中
期
に
展
開
し
た
イ
ネ
と
は
形
質
的
に
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、

歴
史
的
に
み
て
北
方
の
稲
作
限
界
域
に
お
い
て
、
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
が
稲
作
を
継
続

さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
品
種
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 

Ｊ
Ｐ
１
６
Ｈ
０
３
５
０
３
の
助
成
を
受
け
た
も
の

で
す
。




